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図2.温 熱刺激による骨格筋(長 指伸筋 ヒラメ筋)の 糖
取 り込み亢進 作用.棒 グラフは単位時間内の糖取 り込み量
を 示 して い る。Koshinakaetal.J.Physiol.Sci.
63:409-418,2013.
【結論】
筋骨格系機能プロジェク ト研究センターでは、実験動物を
用いた研究を通じて、身体活動や物理療法の有効性と機序に
関する基礎的情報を発信 してきた。ここに紹介した以外にも、
研究員の川上 ・阿部 ・松井らは、身体活動や食事が脳の代謝
調節機能に及ぼす影響についての研究と情報発信を行ってい
る。
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